
1．はじめに

現代は知識基盤社会，生涯学習社会，ポスト

近代社会である。この社会において諸外国との

競争の中で生きていくためには，自ら考え，判

断し，表現する力が，これからの日本には求め

られるだろう。また，国内においても産業空洞

化や生産年齢人口の現象の深刻な問題を抱える

状況では，同様に個々が活躍できる「働き方」

を考慮するうえで，新しい価値やアイデアを創

造する資質・能力の涵養が要求されると推断で

きる。こうした社会の要請や時代の潮流に呼応

するように，同様の趣旨は，中教審答申（2008）

には「変化の激しい社会を担う子どもたちに必

要な力は，基礎・基本を確実に身に付け，いか

に社会が変化しようと，自ら課題を見つけ，自

ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，

よりよく問題を解決する資質や能力，自分を律
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しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる

心や感動する心などの豊かな人間性，たくまし

く生きるための健康や体力などの『生きる力』

である，と記されている 1 ）。これらを受け，新

学習指導要領（2017）は，教育の枢要を「資質・

能力」の涵養としている 2 ）。それは，豊かな心

や健やかな体の充実とともに，思考力，判断力，

表現力をもとに，知識の理解の質をさらに高め，

確かな学力を涵養するところにあると明示して

いる。この知識の理解の質を高め資質・能力を

涵養するためには，「深い学び」，「対話的な学び」

とともに，学習者の「主体的な学び」の漸進が

求められている。このため，授業者は，学習者

が主体的に学ぶための手立てを，学習者の特性

と照らして，学習場面や方法などから施す必要

がある。

2．研究の背景

算数科授業における，学習者の主体的な学び

を促進する手立ての「場の設定」として「考え

る足場」（石田ら，2007）の研究がある 3 ）。授

業の導入場面で「足場つくり」の段階を設定し，

本時の学習に関連する既習事項を引き出し，こ

れを黒板の左端に残し，足場で想起させた確認

した知識・考え方を生かして本時問題に取り組

ませている。また，同様の手立ての一つとして

「学習ツール」がある。「学習ツール」に関し

ては，線分図に関する研究（松原，2006，師，

2007，石田・神田，2008，石田・村上，2010），

テープ図に関する研究（石田・土田・岡本，

2007，坂井，2008），数直線に関する研究（青山，

2012，矢島，2014）などがみられる 4 ）-11）。この「学

習ツール」は，子どものアイデアや表現を支援

し，学習の「振り返り」にも活用される道具で

あり，学習者の立場でみれば，自らの思いや考

えを練り上げたり，表出したり，といったこと

が難しいときに役立つものといえるだろう。

「表」に関する研究は，その活用や「よさ」

の感得を記載した実践報告は，散見されるが，

学習ツールとしての算数科「表」そのものを中

心的に扱った研究は少ない。そこで，まず，算

数科「表」の「よさ」とは何かを次のとおり整

理する。

・情報収集されたデータを整理・統合し，比

較・検討できる。

・視覚的に内容を捉えやすく，図化，言語化

などに転換できる。

・図，式，言葉などの他の表現様式と関連し

ていることに気付ける。

・新しい考えの生成が可能である。

次に，算数科における学習ツールとしての

「表」そのものを検討する。学習者が，問題解

決に必要な情報をよみとるためのものであり，

①規則性を見出す手掛りとなったり，②学習内

容のまとめになったり，バラバラに存在する情

報の整理に役立ったり，といった数学的活動に

位置付いている。①での「表」は，学習者の思

考を促進し，「関係付ける」あるいは「変化を

捉える」うえで，極めて有効な「思考ツール」

とみることができる（田村・黒上，2013）12）。こ

れは，規則性の発見に加え，算数科では，関数

のよみとりに繋がる場面で用いられる。②での

「表」は，自分の考えを統括し意図的に他者に

示すことを可能にする「表現ツール」とみるこ

とができる。

3．研究目的

これらの算数科「表」に関する知見では，「表」

を活用した実践に，その意義を十分反映させる

ことができない。そこで，まず，小学校高学年

児童を対象にして，学習者が，算数科「表」に

対してどういった印象をもっているのか，また，

算数科「表」のよさを感得しているのか，を意

識調査によって探る。この結果を踏まえ，算数

科における「表」を用いた授業を設計し，実践

することで，学習者の算数科「表」に対する認
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識を捉えることを目的とする。

4．研究方法

高知県公立小学校 2 校 5 ・ 6 年と埼玉県公

立小学校 2 校 6 年生を対象に質問紙調査を実

施した。有効回答者 273 名（調査対象 294 名，

有効回答率 92.9%）を調査対象者とした。

（1）調査期間と場所

平成 29 年 9 月～ 11 月，対象者の学級の教

室にて実施した。

（2）使用した質問紙

因子 1 「表に対する印象」（ 5 項目）と因子

2 「表のよさの感得」（16 項目）を問う内容で

構成されている。

（3）不得意－得意

算数の不得意－得意を調べるために，「あな

たは，算数が得意ですか。」という質問を行い，

「 1 ：苦手である」，「 2 ：どちらかといえば苦

手である」，「 3：どちらかといえば得意である」，

「 4 ：得意である」，の 4 段階評定で回答を求

めた。

（4） 「表」に対する印象（Semantic Diff erentia法）

「表」に対してどういった印象をもっている

かについて SD 法を用いて調べた。

・整っている－ごちゃごちゃしている

・簡単－難しい

・わかりやすい－わかりにくい

・楽しい－つまらない

・役立つ－役立たない

の 5 つの質問項目を「非常にあてはまる」，「や

やあてはまる」，「どちらでもない」，で回答を

求め，算数の得意―不得意の質問項目 1 ， 2

を不得意群， 3 ， 4 を得意群として，「表」の

印象に関する 5 項目に対して，記述統計を行っ

た。なお，「表」に対するイメージは，個人によっ

て異なるため，質問紙に「表」活用の具体的な

場面を提示している（「資料」を参照）。また，

5 項目については，筆者が所属する算数教育研

究会の小学校の教職経験 30 年以上の現職，OB

あわせて 5 名の実践知から出された意見をも

とに筆者が作成した。項目内容については，認

知面に合わせて情意面も考慮し，「楽しい－つ

まらない」を入れている。

（5）「表」のよさの感得

「表」のよさの感得に関する 16 の質問項目

について，「 1 ：苦手である」，「 2 ：どちらか

といえば苦手である」，「 3 ：どちらかといえば

得意である」，「 4 ：得意である」，の 4 段階評

定で回答を求めた。

16 の質問項目は表 1 のとおりである。

表1　「表」のよさの感得に関する質問項目 ※資料あり

　 1 ． 「表」からかかれている情報をよみとる。
　 2 ． グラフを「表」にかきかえる。
※ 3 ． 「表」のわくに空らんがあった場合，あて

はまる数を考えてかきこむ。
※ 4 ． 「表」から見つけたきまりを式に表す。
※ 5 ． 「表」を使って，バラバラな情報をわかり

やすく整理する。
※ 6 ． 「表」からきまりを見つける。
※ 7 ． 「表」をよみといて，そこからいえること

を説明する。
　 8 ． 与えられた「表」が，いくつかあるグラフ

のどれになるのかを説明する。
　 9 ． 「表」をみて，何がかかれているかをよみとる。
　 10 ． 調べたものを「表」にかいてまとめる。
※ 11 ． 「表」にかかれた2つの量の関係を説明する。
※ 12 ． 与えられた式をもとに，「表」の空らんに

入る数を求める。
　 13 ． 学習したことを「表」に表して，その内容

を友達に伝える。
　 14 ． 学習したことを「表」によってまとめる。
　 15 ． 先生に指示されなくても「表」を使って考える。
　 16 ． 「表」にかかれていることをことばで表現

したり，式に書き直したりする。

これらの「表」のよさの感得の要素は，筆者

の実践知と黒上ら（2012）の思考ツールの 7

つの活用意図（「アイデアや問題を視覚化する」

（2,10,12），「考えや情報を整理する」（1,5,9），

「考えをすぐにフィードバックする」（4,16），「学

んだこと同士のつながりを明確にする」（8,11），
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「意見を共有する」（7,13），「知識を新しくつく

りあげる」（3,6），「考えを評価すること」（14,15）

をもとに作成した（（  ）内の番号は質問項目に

対応）。しかしながら，算数科「表」に関する

先行研究が見当たらないため，筆者の実践知や

前述の近接する概念を援用している。よって，

因子配慮や質問項目の妥当性の吟味が不十分と

いえる。このことから，ここで得た知見は，実

践に繋げる参考として捉えている。

（6）手続き

調査にあたっては，調査対象学級の担任の指

導で 20 分程度かけて行った。また，本調査の

目的と成績とは関係がないことを説明した。さ

らに，無記名とし，個人が特定できないように

した。高知県公立小学校の回答分は，筆者が直

接回収し，埼玉県公立小学校の回答分は，該当

校の協力を得て，郵送にて回収した。分析にあ

たっては，Excel2016（Microsoft 社 office16）及

び SPSS（IBM 社 Statistics24）を使用した。

5．意識調査の結果

（1）「表」に対する印象について

①　記述統計

全体（N=273）の平均値と標準偏差を表 2 の

とおり示す。この結果から，5 項目のうち，「つ

まらない－楽しい」のみが中間値の「 3 」を下

回った。

表2　「表」の印象の記述統計

②　不得意群と得意群の差

「表」の印象に関する質問に対する回答を，

算数の不得意群（1,2），得意群（3,4）別に分析し，

対応のない t 検定を行った（表 3 ）。

表3　  「表」の印象の算数の不得意群　　　　　　　
　－得意群間のt検定の結果

（2）「表」のよさの感得

①　記述統計

算数の得意・不得意の質問項目 1,2 の不得意

群， 3 ， 4 を得意群として，「表」のよさの感

得に関する 16 項目に対して，全体（N=273）の

平均値と標準偏差を表 4 のとおり示す。この

結果から 16 項目のうち，「7. 表をよみといて，

そこからいえることを説明する」（2.23），「13.

学習したことを表に表して，その内容を友達に

伝える」（2.36），「15. 先生に指示されなくても

表を使って考える」（2.31）で，中間値の 2.5 を

下回った。一方，「3. 表のわくに空らんがあった

場合，あてはまる数を考えてかきこむ」（2.98），

「9. 表をみて，何がかかれているかをよみとる」

（2.93）は，比較的高い平均値であった。

表4　「表」のよさの感得の記述統計

教育実践方法学研究



②　不得意群と得意群の差

「表」のよさの感得に関する質問に対する回

答を，算数の不得意群（1,2），得意群（3,4）別

に分析し，対応のない t 検定を行ったところ，

表 5 の結果を得た。

6．意識調査に対する考察

（1）「表」に対する印象

学習者は，「表」そのものを「楽しい」もの

としてみていない傾向にあることがわかった。

また，「表」に対する理解は，「表」に対する難

易の印象に関係していることがわかった。換言

すれば，「表」に対する難易の印象は，「表」に

対する理解に関係しているといえる。さらに，

「表」が整っている，という印象は，「表」が

楽しいものという印象や「表」の難易の印象に

関係しないことがわかった。

（2）「表」のよさの感得

表5　  「『表』のよさの感得」の算数の不得意群　　
　－得意群間のt検定の結果

主体的に考えること，表現することに課題

が認められるが，「表」をよみとることや「表」

にかきこむことには一定の学習効果や今後の期

待がうかがえる。また，「表」のよみとりや書

き込み，主体的に「表」を使うことと説明す

ることは関係しているといえる。さらに，「表」

から規則を見出すこと，これを式化することや

「表」の空欄に数を入れることは，算数を不得

意とする学習者には困難性を伴う数学的活動で

あることがわかった。

7．質問紙調査に基づく展望と課題

本調査では，アンケートの学年（ 5 年 33

名， 6 年 240 名），居住地（高知県 78 名，埼玉

県 195 名），に偏りがあることや因子配慮や質

問項目の妥当性の吟味に課題が残るが，一定数

（N=273）の回答を確保できた。これにより，

主体性・思考性（「先生に指示されなくても表

を使って考える」）に課題がみられるが，「表」

に対する書き込みや読み取りには成果があるこ

とが明らかになった。今後，自ら考えて「表」

を完成させることができれば，説明の機会が増

し，不得意とする「表をよみといて，そこから

いえることを説明する」ことが期待できる。こ

のため，授業者には，学習者の主体的な学びを

漸進させるために，「表に数を書き込む」教材

による数学的活動を授業過程に取り入れること

が，一層求められる。

8．研究授業Ⅰ

（1）事前調査

平成 30 年 1 月，研究授業の実施前，32 名の

5 年児童を対象に，意識調査の結果をもとに，

「表のよさの感得に関する調査」の 4 つの項

目（「表からきまりを見つける」，「表をよみと

いて，そこからいえることを説明する」，「学習

したことを表に表して，その内容を友達に伝え

る」，「先生に指示されなくても表を使って考え

る」）について調査した結果，次の表 6 のと

おりになった。

表6　事前調査の結果

273 名を対象にした第 1 回の「表」の意識調

査の結果と大きな違いはなかった。
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（2） 「表に数を書き込む」教材（「準等周問題」）

本授業は，「表に数を書き込む」教材による

数学的活動を授業過程に取り入れ，学習者の主

体的な学びを漸進させることで，問題を解決し，

きまりを見出すことを目的に，平成 30 年 2 月，

高知県公立小学校第 5 学年児童を対象にトピッ

ク教材を用いて行われた。この教材は，質問紙

調査の「資料」に示したものであるが，授業対

象者は，第 1 回「表」の意識調査対象者とは

別であるが，事前調査を受けている。

①　問題設定

長方形のまわりの長さが，8 cm，12cm，20cm

のとき，面積が最大になる辺の長さを考える問題

を提示する。その際，1 辺の長さは整数値とする。

②　指導にあたって

本時の目標は，質問紙調査の結果をもとに，

主体的に「表」に数を書き込むことによって，

きまりを見出すことである。

まず，長方形のまわりの長さが 8 cm のとき，

縦の辺の長さが 1 cm，横の辺の長さは 3 cm に

なり，この長方形の面積は 3 cm2 になることを，

授業者主導で学習者に理解させることで，問題

の主旨を捉えさせる（表 7 ）。

表7　縦の長さ，横の長さ，面積を示す「表」

縦（㎝） 1 2 3
横（㎝） 3 2 1

面積（㎠） 3 4 3

この後，長方形のまわりの長さが 12cm（表

8 ），20cm（表 9 ），の場合を考える。

表8　縦の長さ，横の長さ，面積を示す「表」

縦（㎝） 1 2 3 4 5
横（㎝） 5 4 3 2 1

面積（㎠） 5 8 9 8 5

自分で，縦の長さ，横の長さ（いずれも整数

値），長方形の面積を「表」に書き込む（表 8,9）。

完成された「表」を見て，「気付く」ことを求める。

表9　縦の長さ，横の長さ，面積を示す「表」

縦（㎝） 1 2 3 4 5 6 7 8 9
横（㎝） 9 8 7 6 5 4 3 2 1
面積（㎠） 9 16 21 24 25 24 21 16 9

これによって，縦の辺の長さと横の辺の長さ

の差が小さいほど，長方形の面積は大きくなる。

また，縦の辺の長さと横の辺の長さの差がない，

つまり等しい長さであるとき，長方形の面積は

最大になることがわかる。換言すれば，正方形

のとき面積は最大になることがわかる。授業の

展開が次のとおりである（表 10）。

表10　研究授業Ⅰの授業展開

学習活動 指導上の留意点
1． 課題を把握

し，めあて
を確認する。

2． 一人で考え
る。

・  表に書き込
む。

3． グループで
話し合いな
がら考える。

4． 考えたこと
を全体で話
し合う。

5． 表で見つけ
た「きまり」
について考
える。

6． 本時のまと
めをする。

・ 長方形のまわりの長さが 8cm
のときの長方形の面積を求め
る。

・ 表に縦の長さ，横の長さ，面積
を表す。

・ 長方形のまわりの長さが12cm，
20cm，のときの面積を考える。

・ 3 つの完成された表をもとに気
付いたことを出し合う。

・ 気付いたことを全体に出し，意
見の交流を図る。

・ 縦，横の長さが同じときに面積
は最大になる。

・ 縦，横の長さの差が小さいほど
面積は大きくなる。

・ 19 × 11　15 × 15　21 × 9 の
うち，どれが最も積が大きいか
を考える。

この授業を通して，真に得られる数学的な知

見は，「x.y の和が一定のとき，x,y の差が小さ

いほど，xy の積は大きい」ということである。

この授業を通して，質問紙調査の「資料」に明

示したような，和一定のかけ算の問題（次のう

ち，答えが一番大きいのはどれですか。① 22

× 28，② 23 × 27，③ 24 × 26，④ 25 × 25）が，

解決できる汎用的な能力が求められる。
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9．研究授業Ⅰの成果と課題

本授業の成果と課題を，授業中の学習者の発

言と授業後の感想から分析する。まず，授業中

の発言については， 3 つの「表」が揃った段階

で，「表の真ん中に近づくほど大きい。」という

声が聞かれた。また，「どの表も真ん中が一番

大きい。」という，縦，横の差とその積の関係

を示す声が聞かれた。つまり，学習者は，「表」

を自分たちで完成させることによって，そこに

ある規則性に気付くことができたといえる。

さらに，授業後の感想には，「表をつかうこ

とで学習したことがよくわかった。」，「表にま

とめるときまりがみつかった。」といった表の

有用性や機能性を認めることばをみつけること

ができた。

10．研究授業Ⅱ

（1）事前調査

平成 30 年 3 月，研究授業の実施前，32 名の

5 年児童を対象に，研究授業Ⅰの課題をもとに，

「表のよさの感得に関する調査」の「表からき

まりを見つける」について調査した結果，表 11

のとおりになった。273 名を対象とした第 1 回

の「表の意識調査の結果と平均値に大きな違い

はなかった。

表11　事前調査の結果

（2） 「表に数を書き込む」教材（「アリスモ

ゴン」を用いた授業）

本授業は，操作的原理〔1〕を背景とする「アリ

スモゴン」（図 1）を用いて「表」によって問題

を解決する授業である。本授業は，研究授業Ⅰ

同様，「表に数を書き込む」教材による数学的活

動を授業過程に取り入れ，学習者の主体的な学

びを漸進させることで，問題を解決し，きまり

を見出すことを目的に，平成 30 年 3 月，高知

県公立小学校第 5 学年児童を対象に行われた。

図1　アリスモゴン

①　問題設定

「〇に入る数を見つけましょう。」という問

題を提示する。その際，☐には，a+b，b+c，

a+c，が入るという計算ルールを確認したうえ

で，逆に□のみ数を残し，〇に入る数について

表を用いて考える場面を設定する。

②　指導にあたって

まず，「アリスモゴン」について，辺上の数は，

両側の頂点の数の和であることを説明する。

このため，例題として，辺上の☐に入る数を考

える（図 2 ）。

図2　☐の数を求めるアリスモゴン　

次に，ア，イ，ウ，の順に当てはまる数を入

れていく。

図3　☐の数を求めるアリスモゴン

ア

イ

ウ
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アには， 3 ，イには 5 ，ウには 4 が入る，

という計算のルールを確認する。このうえで，

次の図 4 の辺上の□の数は明らかで，頂点の

〇の数を求める問題を出す。教師が例示として，

仮に〇の 1 番に「 1 」を入れたとき，どうな

るか反時計回りに〇の 2 番，〇の 3 番に数を

入れ，〇の 1 番に戻ってくると，仮に入れた

「 1 」とは異なることを確認する。このように，

〇の 1 番には「仮の数」と「もどってきた数」

が生まれる。このように，〇に仮の数を順に入

れていく過程で，「仮の数」と「もどってきた数」

を表に整理する（表 12）。はじめのうちはわか

らなかった子どもたちも表の空欄に数を入れる

作業を通して，「仮の数」＋「もどってきた数」

=10 であることに気付く。（C：「たすと 10 にな

る。」）この結果，「（仮の数＋もどってきた数）

÷ 2 」で〇の 1 番に入る数を求めることがで

きることがわかる。

図4　〇を求めるアリスモゴン

表12　「仮の数」と「もどってきた数」の表

表13　研究授業Ⅱの授業展開

学習活動 指導上の留意点
1． 課題を把握

し，めあて
を確認する。

・ 隣り合う頂点の数が辺上の数に
なるという，アリスモゴンの計
算ルールについて理解させる。

・ 本時は辺上の数を求めるが，仮
の数ともどってきた数について
考えることをおさえる。

学習活動 指導上の留意点
2． 一人で考え

る。
・ 表に書き込む。

3． グループで
話し合いな
がら考える。

4． 考えたこと
を全体で話
し合う。

5． 表で見つけ
た「きまり」
について考
える。

6． 本時のまと
めをする。

・ 完成された表をもとに気付いた
ことを出し合う。

・ 気付いたことを全体に出し，意
見の交流を図る。

・ 仮の数＋もどってきた数の合計
はいつも同じ

・ 仮の数ともどってきた数をたし
て 2 でわるとはじめの頂点の数
がわかる。

11．研究授業Ⅱの成果と課題

アリスモゴンを用いて，仮の数を入れて，も

どってきた数と比較し，この結果を「表」に整

理することで，頂点の数を見出すこと，ひいて

は規則性の発見することに繋げることができ

た。小学校で扱うことがない「仮の数」を入れ

るという作業に戸惑いをみせた学習者がいた

が，多くの学習者は，規則性の発見とともに，

式化，空欄の充足に対して，好反応を示した。

とりわけ，「表」の空欄の充足の過程に喜びを

感得できた学習者が多くみられた。

12．総合考察

実践の基底になった「表」に関する質問紙調

査には，地域性に偏りがみられること，筆者が

直接回答者に説明できていないこと等が課題と

してあげられるが，得られたデータを参考にし

て， 2 つの実践を行った。これらの質問紙調査

の結果に基づく 2 つの実践から，学習者は，「表」

の有用性や機能性を感得するとともに，そこに

規則性を見出すことで，より一層「表」の価値

を考えることができた。これらから，学習者は，

「表」を問題解決するための学習ツールとして

有効であることを認識した。一方，授業対象は
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いずれも 5 年生であった。 6 年生を対象にし

た実施によって，確かな実証を得る機会は今後

の課題となった。

13．展望

「表」は，小学校算数では，グラフと一体的

に扱われ，その意味や意義を丁寧に扱うことは

ほとんどみられない。このため，「表」に整理

することによって「みえる」ものも見過ごされ

がちになる。

「表」には，表現ツールとともに，学習ツー

ルとしての機能がある。この有用性を感得させ

るためには，今回取り上げた実践のような，空

欄に数を入れることで，規則性を見出す教材を

開発し，「表」を用いた実践を重ねることが肝

要となる。
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